
総合誌隠岐の島１２月号
一
・
月
・
一
・
話   

   

 
世 数

人口   16,629(-11) 人 

男  7,893(- 6) 人 

女  8,736(- 5) 人 

帯  7,376(+ 1)世帯 
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隠岐武良祭風流

総合誌

※括弧内は前月比

瑞
々
し
い
感
性
で
日
常
を
切
り
取
る



２
図書館へようこそ

7 万冊の図書も、管内にあるタッチくん
（写真左）や自宅のパソコンからインタ
ーネットで簡単に検索できます。

ビデオやＤＶＤは視聴ブー
スで鑑賞できます。

インターネットに接続でき
るパソコンが 2台あります。

図書館を使ったコンサートも企画（写真）
スプリング・ミニ・コンサート

図書館ボランティアのメンバーによる
読み聞かせ活動もさかん。

小さな字では読みづらい方のために
大活字本を約 500 冊用意

雑誌コーナーには、最新の雑誌が
100誌！ 新聞も8誌を揃えています。

ビジネス支援コーナーには、就職や仕事に
役立つ本から、ハローワーク求人情報まで！

広々とした閲覧コーナーでゆったり読書を

展示コーナーでは様々な企画展を開催

快
適
な
読
書
空
間
を

　

館
内
に
は
、
随
所
に
椅
子
や
ソ
フ
ァ
ー
が
設

置
さ
れ
て
あ
り
、
ゆ
っ
た
り
と
本
を
読
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
中
で
も
、
石
庭
を
望
む
コ
ー
ナ
ー

は
お
す
す
め
度
№
１
で
す
！

本
の
探
し
や
す
さ
を
追
求

　

７
万
冊
も
の
本
の
中
か
ら
、
読
み
た
い
本
を

見
つ
け
る
の
は
大
変･

･
･

と
思
わ
れ
る
方
も
多

い
で
し
ょ
う
。
こ
ん
な
時
に
力
を
発
揮
し
て
く

れ
る
の
が
、
館
内
に
設
置
さ
れ
た
図
書
検
索
用

の
パ
ソ
コ
ン
『
タ
ッ
チ
く
ん
』
。
画
面
に
触
れ
る

だ
け
で
、
ご
希
望
の
本
を
簡
単
に
探
し
出
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
検
索
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
隠
岐
の

島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ど
う
ぞ
。

h
ttp
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w
w
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w
n
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k
in

o
sh
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a.sh
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利
用
者
の
方
へ
の
充
実
し
た
サ
ポ
ー
ト

　

図
書
館
で
は
、
利
用
者
の
方
が
本
を
選
ん
だ

り
、
探
し
た
り
す
る
際
の
様
々
な
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。
困
っ
た
と
き
は
、
本
の
エ
キ
ス
パ

ー
ト
で
あ
る
ス
タ
ッ
フ
に
相
談
す
れ
ば
、
丁
寧

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
本
を
選
ぶ
た
め
の
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば･

･
･

と
ス
タ
ッ
フ
が
テ
ー
マ
を
設
け
て
特
集
コ
ー
ナ

ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
図
書
館
か
ら
離
れ
た
地
域
の
皆

さ
ん
に
本
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
各

公
民
館
図
書
室
へ
の
配
本
も
益
々
充
実
さ
せ

て
い
き
ま
す
。（
詳
し
く
は
Ｐ
９
「
と
し
ょ
か

ん
」
欄
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

●
子
ど
も
向
け
啓
発
活
動

　

「
は
じ
め
て
の
え
ほ
ん
」
「
お
は
な
し
の
へ

や
」
等
子
ど
も
た
ち
へ
の
読
み
聞
か
せ
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

「
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
の
会
」
で
は
、
小
学
生
を
対

象
に
、
お
す
す
め
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

図
書
館
か
ら
情
報
発
信

　

「
図
書
館
に
足
を
運
ぶ
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
」
と
図
書
館
内
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
等
の
イ

ベ
ン
ト
も
実
施
。
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
様
々

な
企
画
展
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
月
、
新
刊
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報

満
載
の
図
書
館
通
信
「
読
ま
ん
か
ね
」
を
発
行
。

館
内
に
置
く
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
中
高
生
版
情
報
誌

「
プ
レ
ジ
ャ
ー
」は
、
学
校
を
通
し
、
全
生
徒
の

皆
さ
ん
に
配
付
し
て
い
ま
す
。

よ
り
良
い
図
書
館
を
め
ざ
し
て

　

「
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
声
が
よ
り
良
い
図

書
館
を
つ
く
り
ま
す
。
是
非
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。
」と
図
書
館
長
。
ま
ず
は
、
図
書
館
へ
足

を
運
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
き
っ
と
新
し
い
発

見
が
あ
る
は
ず
で
す
。

 浜田一男さん・美恵子さん

　　　 莉子ちゃん

　図書館には、孫と３人で週

に２回は出かけます。

館内は広く静かなので、読書

に没頭することができ、２～

３時間はあっという間ですね。

　子どもの読書スペースもあ

り、火曜日には読み聞かせも

あるので、孫も喜んでいます。

　家族と一緒にここで過ごす

時間を楽しんでいますよ。

　皆さんも、本を借りて帰る

だけでなく、快適なこの空間

で本を楽しんでみてはいかが

でしょう。

利用者インタビュー

快適空間で読書を
利用者インタビュー

快適空間で読書を

　

隠
岐
島
文
化
会
館
に
隣
接
す
る
隠
岐
の
島
町

図
書
館
。
木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
館
内
を
、

吹
き
抜
け
の
天
井
に
つ
け
ら
れ
た
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
か
ら
差
し
込
む
陽
光
が
優
し
く
照
ら
し
ま
す
。

　

静
か
で
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
館
内
は
、
と

て
も
く
つ
ろ
げ
る
空
間
で
、
親
子
で
も
安
心
し

て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

蔵
書
は
児
童
図
書
か
ら
一
般
図
書
、
専
門
書

な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
本
が
約
７
万
冊
あ
り
、

ま
た
音
楽
Ｃ
Ｄ
や
映
画
の
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な

ど
の
ソ
フ
ト
も
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

「
図
書
館
は
、
情
報
の
発
信
源
。
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
情
報
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
日
々
の
生
活
、

趣
味
か
ら
仕
事
ま
で
活
用
で
き
る
沢
山
の
情

報
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
の
中
に

図
書
館
を
取
り
入
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
」
と
語
る
の
は
、
図
書
館
長
（
隠
岐

の
島
町
教
育
文
化
振
興
財
団
事
務
局
長
）
の

小
室
賢
治
さ
ん
。
よ
り
多
く
の
人
に
図
書
館

に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
た
い
と
、
ス
タ
ッ
フ

と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
図
書
館
の
魅
力
ア
ッ

プ
の
た
め
様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
取
り
組
み
も
含
め
て
、
図
書
館
の
魅

力
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

「
図
書
館
と
は
、
木
々
の
緑
と
同
様
、
人
々

を
癒
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
常
に
生
命

を
保
持
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
」

こ
れ
は
、
百
年
以
上
前
に
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・

ハ
ー
ン
が
書
い
た
本
の
中
に
あ
る
一
節
で
す
。

　

町
立
図
書
館
で
は
、
次
の
４
つ
の
こ
と
を

テ
ー
マ
に
、
“
生
き
生
き
と
し
た
図
書
館
”
を

演
出
し
て
い
ま
す
。

①
快
適
な
読
書
空
間
の
創
出

②
本
の
探
し
や
す
さ
の
追
求

③
利
用
者
の
方
へ
の
サ
ポ
ー
ト

④
積
極
的
な
情
報
発
信

　

そ
れ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
11
年
７
月
に
開
館
し
、
昨
年
に
は
入
館
者
が
50
万
人
を
超
え
た
町
立
図
書
館
。

　

平
成
18
年
度
の
本
の
貸
し
出
し
冊
数
は
９
万
冊
を
上
回
り
、
町
民
ひ
と
り
あ
た
り
に

換
算
す
る
と
５
・
４
冊
借
り
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、
利
用
さ
れ
て
い
る
図
書
館
。
今
回
は
そ
の
魅
力
に
つ
い

て
探
っ
て
み
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
入
館
者
数
は
今
年
11
月
現
在

隠
岐
の
島
町
図
書
館
は
こ
ん
な
と
こ
ろ

図
書
館
の
魅
力

人と本、人と人が出会う場所
古典文学から最新のIT情報まで
ありとあらゆる情報の泉
隠岐の島町図書館へようこそ

図書館図書館
へようこそへようこそ
図書館図書館
へようこそへようこそ

〔写真〕隠岐の島町図書館スタッフのみなさん

スタッフによる図書館通信（毎月発行）

開館時間　午前 10 時～午後 6時
休館日　月曜 ・ 祝日 （日曜の場合開館）、 第 3日曜、 年末年始

３
図書館へようこそ



５
決　　算

歳出

国民健康保険事業

国保中村診療所

国保五箇診療所

国保五箇歯科診療所

国保都万診療所

簡易水道事業

下水道事業

駐車場事業

訪問看護事業

老人保健医療

布施へき地診療施設

五箇へき地診療施設

中財産区

人　件　費

借 入 利 息

減価償却費
資産減耗費

動　力　費

委　託　料

そ　の　他

給 水 収 益

受託工事費ほか

純 損 失

公債費

補助費

人件費

普通建設
事業費

物件費

繰出金

扶助費

災害復旧費

その他

17億2,315万円

　　　7,046万円

1億5,322万円

　　　3,274万円

2億5,441万円

4億5,874万円

8億2,254万円

　　　1,906万円

　　　2,685万円

19億8,681万円

　　　4,565万円

　　　1,781万円

347万円

5,514万円 (17%)

7,549万円 (24%)

1億3,414万円 (43%)

1,481万円 (5%)

1,390万円 (4%)

2,189万円 (7%)

2億8,711万円 (96%)

1,183万円 (4%)

1,643万円

46億9,944万円

28億3,241万円

23億9,607万円

21億860万円

12億9,836万円

10億422万円

9億4,633万円

2億8,620万円

　　　6,201万円

0.4%

78.5%

-6.1%

-29.5%

-10.1%

2.1%

-8.0%

166.0%

2.5%

16億9,109万円

　　　6,820万円

1億5,243万円

　　　3,185万円

2億5,204万円

4億5,747万円

8億79万円

　　　1,262万円

　　　2,630万円

19億8,648万円

　　　4,464万円

　　　1,664万円

12万円

3,206万円

226万円

79万円

89万円

237万円

127万円

2,175万円

644万円

55万円

33万円

101万円

117万円

335万円

会　計　名

項　　目 決 算 額 増 減

特別会計決算額

普通会計性質別歳出決算

※普通会計は一般会計にへき地診療
所会計を純計合算したものです

歳　　入 歳　　出 差　引

公債費…町の借金である町債の返済

　に充てる費用

補助費…隠岐広域連合負担金や町民

　・各種団体への補助金など

人件費…町長・副町長及び職員の給

　与や退職金のほか、議員・各種委

　員に支給される報酬など

普通建設事業費…公共施設等の建設

　事業に要する経費

物件費…臨時職員賃金、旅費、光熱

　水費、消耗品費、委託料など

繰出金…特別会計への繰出金や介護

　保険事業負担金など

扶助費…高齢者、児童、障害者など

　を援助するための社会保障費

都万診療所

（収 益）
2億９,８９４万円

（費 用）
3億1,537万円

歳 出

155億9,736万円

総務費総務費
29億848万円29億848万円

18.18.6%

総務費
29億848万円

18.6%

議会費
9,730万円

0.6%

諸支出金
128万円
0.1%

民生費民生費
23億3,073万円23億3,073万円

14.14.9%

民生費
23億3,073万円

14.9%

農林水産業費農林水産業費
9億9,685万円9億9,685万円

6.6.4%

農林水産業費
9億9,685万円

6.4%
土木費土木費

10億3,041万円10億3,041万円
6.6.6%

土木費
10億3,041万円

6.6%

教育費教育費
14億1,092万円14億1,092万円

9.9.0%

教育費
14億1,092万円

9.0%

公債費公債費
47億2,038万円47億2,038万円

30.30.3%

公債費
47億2,038万円

30.3%

消防費
4億5,185万円

2.9%

災害復旧費
2億8,620万円

1.8%

商工費
1億8,943万円

1.2%

衛生費衛生費
11億7,267万円11億7,267万円

7.7.5%

衛生費
11億7,267万円

7.5%

労働費
86万円
0.1%

平成１８年度 隠岐の島町上水道事業 損益計算書
（平成１８年４月１日から平成１９年３月３１日）

決　算

４

歳入
決
算
報
告

決
算
報
告

平
成
18
年
度

一
般
会
計
総
括

一
般
会
計
総
括

　

歳
入
１
５
６
億
５
，
９
６
５
万
円
、
歳

出
が
１
５
５
億
９
，
７
３
６
万
円
で
、
歳

入
歳
出
差
引
残
額
が
６
，
２
２
９
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
経
常
収
支
比
率
は
94
・

７
％
（
前
年
度
94
・
４
％
）、
実
質
公
債

費
比
率
が
24
・
１
％（
前
年
度
23
・
２
％
）

と
財
政
状
況
は
依
然
と
し
て
硬
直
化
し

た
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
町
の
貯
金

（
積
立
金
）
は
４
億
３
，
０
０
０
万
円
余

り
減
っ
て
12
億
６
，
３
０
０
万
円
と
な

り
ま
し
た
が
、
合
併
時
に
３
５
０
億
円

以
上
あ
っ
た
借
金
（
町
債
）
は
、
３
０
０

億
円
以
下
に
減
少
し
ま
し
た
。

歳
入
歳
入

　

景
気
低
迷
に
よ
り
町
税
が
前
年
度
に

比
べ
２
・
２
％
減
と
な
っ
た
ほ
か
、
地

方
交
付
税
も
更
な
る
見
直
し
に
よ
り
２

・
９
％
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
る

一
般
財
源
不
足
額
や
公
債
費
の
繰
上
償

還
（
３
億
５
千
万
円
）
の
た
め
に
、
基
金

を
５
億
円
近
く
取
り
崩
し
ま
し
た
。

歳
出
歳
出

　

性
質
別
に
見
る
と
、
人
件
費
が
前
年

度
に
比
べ
６
・
１
％
減
、
物
件
費
が
10
・

１
％
と
行
財
政
改
革
の
効
果
が
見
ら
れ

ま
す
。普
通
建
設
事
業
に
つ
い
て
も
、
事

業
評
価
の
導
入
な
ど
に
よ
り
29
・
５
％

減
と
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、隠
岐
汽
船
の

経
営
悪
化
に
伴
う
隠
岐
広
域
連
合
「
フ

ェ
リ
ー
お
き
」
取
得
事
業
へ
の
負
担
金

（
13
億
５
千
万
円
）
に
よ
り
補
助
費
は
前

年
度
比
78
・
５
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

経常収支比率

実質公債費比率
（3ヶ年平均）

財政力指数
（3ヶ年平均）

町債残高

積立金現在高

（特別会計を含む）

財政構造の弾力性を示します。
比率が高いほど財源に余裕があります。

財政基盤の強さを示します。
１に近いほど財源に余裕があります。

町の借金残高。このうち、約６割は地方交付税
により措置されます。

財源調整のための財政調整基金・減債基金のほ
か、特定の目的を持った基金も含めた総額です。

特別会計なども含めた実質的な借金返済負担度を示し
ます。２５％を超えると新たな借金を制限されます。

299億
8,310万円

94.7%

24.1%

0.187

H18 H17

94.4%

23.2%

0.179

312億
9,425万円

16億
9,473万円

12億
6,300万円

説　　　　　　明

「フェリーおき」取得事業負担金…13億4,740万円

公共下水道整備事業…4億5,924万円

磯地区統合小学校建設事業…4億4,885万円

五箇中央簡易水道整備事業…2億1,657万円

要木団地建設事業…2億197万円

財政指標等（普通会計）

歳 入

156億
5,965万円

繰入金
5億440万円 3.2%

自主財源 自主財源 
17.17.8%

自主財源 
 17.8%

依存財依存財源 82.82.2%依存財源 82.2%

分担金・負担金
3億7,552万円 2.4%

使用料・手数料
2億1,652万円 1.4%

諸収入
2億1,001万円 1.3%

地方交付税・特例交付金地方交付税・特例交付金
76億5,925万円76億5,925万円

48.48.9%

地方交付税・特例交付金
76億5,925万円

48.9%

町債町債
28億850万円28億850万円

18.18.0%

町債
28億850万円

18.0%

繰越金
7,005万円 0.4%

その他
4,711万円 0.3%

県支出金県支出金
9億4,467万円9億4,467万円

6.6.0%

県支出金
9億4,467万円

6.0%

譲与税・交付金
4億7,954万円

3.1%

国庫支出金国庫支出金
9億7,231万円9億7,231万円

6.6.2%

国庫支出金
9億7,231万円

6.2%

町税町税
13億7,177万円13億7,177万円

8.8.8%

町税
13億7,177万円

8.8%

決
算
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は

企
画
財
政
課

（
℡
２-

８
５
６
６
）
ま
で

隠
岐
の
島
町



まちのできごと

６

１０月１８日

１０月２７日 １０月、１１月

１０月２８日

１０月１３日～１５日

　島根県主催の交通安

全県民大会が文化会館

で１８日行われ、参加

者は体操や交通安全落

語を通じて、交通安全

への意識を高めました。

　また大会に先立って

行われたパレードでは、

県警音楽隊の演奏する

軽快なメロディに合わ

せて、大会参加者全員

が西郷港から文化会館

まで歩きながら、沿道

に交通安全を呼びかけ

ました。

　古道具や漂着物を再生した花器

に秋の山野草を生けた「秋の植物

造形展」が、サンテラス２階で開催

されました。草月流師範会理事の

吉田泰賀さん（中町）の指導を受

ける３０人が、ブイや魚網などを

利用した作品を出品しました。

　文化祭シーズンの１０月、１１月

中は、各地で様々な文化祭や産業祭

などが開催されました。１０月２７日

の秋祭りを皮切りに、２８日は仁万

の里まつり、１１月３日にはみんなの

作業所で岬ふれあいまつりと西郷公

民館文化祭、１７日は隠岐養護まつ

り、１８日には浄土ヶ浦まつり、２３

日にはいきいき祭・どんと祭、また

各学校でも文化祭が行われました。

　過ごしやすい秋の爽やかな気候の

下、どの会場もにぎわいを見せてい

ました。

　振り込め詐欺や架空請求などの詐欺

被害にあう高齢消費者が後を絶たない

中、役場ふれあいセンターで高齢消費

者未然防止講演会が行われ、寸劇等を

通じて手口や対処法が紹介されました。

　１０月２８日（日）、新たに完成した

今津新漁港の完成式が行われました。

今津地区はもとより、本町の水産振興

の新たな拠点として広く活用されるこ

とが期待されています。

交通事故ゼロを目指して 島根県交通安全県民大会

文化祭・産業祭のシーズンです高齢消費者
未然防止講演会

”秋の植物造形展”開催

新たな漁業基地として期待
今津新漁港竣工式

秋祭り

西郷公民館文化祭

浄土ヶ浦まつり

７
まちのできごと

１１月１８日 １１月１１日

１１月４日・５日

　１１月４日と５日の両日、国際交流

事業 “島根・北東アジア国際文化

パレット事業（島根県主催）” の一環

として、 ロシアの民謡コーラスグルー

プ「ヤルマルカ」が来島し、コンサート

や中学生とのふれあい、ホームステ

イなどを通して交流しました。

　４日は文化会館でコンサートを行い、

約３００人の観客を前に美しい歌声

とダンスを披露。翌５日は五箇中と中

村中で、中学生と交流。五箇中では

中学生と一緒にロシアの郷土料理

「ボルシチ」と「ピロシキ」の給食を食

べ、中村中では古くからある日本の

遊びを体験しました。

ロシア民謡グループ「ヤルマルカ」と交流

裁判員制度って何？
裁判員制度説明会開催

秋晴れの下健脚競う
第59回 全隠岐駅伝競走大会

　平成21年5月までにスタートする裁判員制度

を紹介するため、隠岐島文化会館で「裁判員制

度説明会」が開催されました。松江地方裁判所

が開催したもので、映画や裁判官の話を通して

約60人が参加し制度の概要について学びまし

た。参加者からは、「法律の知識の無い私たち

でも判断できるのだろうか？」など、積極的な

質問や意見が出されていました。

　１１月１１日、恒例の第５９回全隠岐駅伝競走大会が開催され、

中学生から一般まで 隠岐４町村から３７チームが参加し、学校や

職域など６部門に分かれて健脚を競いました。海音里前をスタート

し５区間２０．８８ｋｍを走る一般男子の部では隠岐高一念走チーム

が優勝、水若酢神社前をスタートし６区間１５．１０ｋｍを走る一般

女子の部では隠岐高陸上部チームが優勝しました。

今秋、叙勲・表彰を受けられた方をご紹介します今秋、叙勲・表今秋、叙勲・表彰を受け彰を受けられた方れた方をご紹介しまします今秋、叙勲・表彰を受けられた方をご紹介します

髙尾政雄さん 奥元良市さん 齋藤捷文さん

　２０年の永きに渡り、行政相談

委員として数多くの相談に携わり、

町政の発展に寄与された功績で、

瑞宝双光章を受章されました。

　２５年８ヶ月の永きに渡り、農業委

員会委員として町の農業振興に多

大な貢献をされた功績で、農林水

産大臣表彰を受けられました。

　２１年の永きに渡り、精神障害者

家族会の役員として地域精神保健

福祉の推進に寄与された功績で、

厚生労働大臣表彰を受けられました。

五箇中では、ロシア民謡と隠岐民謡で交流

叙
勲

大
臣
表
彰



まなびのひろば

８９
まなびのひろば

　

10
月
21
日
、
隠
岐
・
花
の
里
づ
く
り
女
性
の
会
（
隠
岐
の
島
町
婦
人

会
を
中
心
と
し
た
組
織
）
の
主
催
に
よ
る
現
地
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

題
し
て
「
隠
岐
の
自
然
は
メ
ジ
ャ
ー
な
の
？
」
。
講
師
に
隠
岐
自
然
倶
楽

部
の
八
幡
浩
二
さ
ん
と
的
射
憲
一
郎
さ
ん
を
招
き
、
現
地
を
訪
れ
な
が
ら
、

隠
岐
の
自
然
の
特
異
性
を
学
習
し
て
保
護
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
認
識
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
当
日
は
婦
人
会
員
を
中
心
に
40
名
が
参
加
。

午
前
10
時
に
文
化
会
館
を
ス
タ
ー
ト
し
、
銚
子
ダ
ム
～
カ
ブ
ラ
杉
～
白

島
～
久
見
海
岸
～
福
浦
ト
ン
ネ
ル
～
油
井
の
池
を
回
り
、
文
化
会
館
に
帰

っ
て
く
る
と
い
う
コ
ー
ス
で
、
２
台
の
バ
ス
に
分
乗
し
秋
晴
れ
の
中
現
地

で
講
師
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
隠
岐
の
自
然
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま

し
た
。
絶
滅
危
惧
種
の
ダ
ル
マ
ギ
ク
の
群
生
地
を
訪
れ
た
り
、「
隠
岐
に
は

高
山
性
植
物
な
の
に
、
な
ぜ
か
低
地
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
植
物
が
た
く

さ
ん
あ
る
」
な
ど
植
物
の
話
の
ほ
か
、
日
本
最
古
の
石
「
隠
岐
片
麻
岩
」

が
隠
岐
で
は
地
表
の
い
た
る
所
で
見
ら
れ
る
こ
と
や
、
希
に
ガ
ー
ネ
ッ
ト
の

結
晶
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
岩
や
地
層
の
話
も
伺
い
ま
し
た
。
か
ぶ

ら
杉
で
は
「
な
ぜ
、
杉
と
い
う
漢
字
は
、
木
偏
に
ひ
げ
が
３
本
か
」
と
い
う

講
師
か
ら
ク
イ
ズ
も
あ
り
、
参
加
者
が
頭
を
ひ
ね
る
場
面
も
。
白
島
で
は

隠
岐
の
在
来
種
で
あ
る
オ
キ
タ
ン
ポ
ポ
と
外
来
種
で
あ
る
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

オ
キ
タ
ン
ポ
ポ
を
守
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
め
、
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ポ
ポ
や
ブ
タ
ナ
の
駆
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
業
も
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
し
た
方
か
ら
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
大
変
勉
強
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

隠
岐
に
は
身
近
な
と
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ろ
に
珍
し
い
植
物
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
分
の
家
の
周
り
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
る
か
ど
う
か
見
て
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
す
」
と
の
感
想
も
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
れ
ま
し
た
。

町の元気印町の元気印町の元気印町の元気印
　今回の元気印は、ふるさとソング「風を感じて」を作曲した安部

里子さんです。隠岐の島町のふるさとソングといえば夕方５時に流

れるメロディーでおなじみの広江政仁さんの「隠岐の風」をよく耳

にしますが、安部さんの「風を感じて」も、今年の西郷小学校の運動会

や文化会館で行われた講演会等のＢＧＭに使われていますので、すで

にご存じの方も多いのでは。きっかけは今年出雲にあるライブハウス

が「ふるさとの歌」を募集していたのを新聞広告で見つけ、義母和子

さんと相談、和子さんが歌詞を、里子さんが曲作りを担当して１週間

で完成。応募したところ全国から集まった５８曲のうち上位に入選

し、出雲のスタジオで自身が歌って録音したもの。アップテンポでポップな曲調で、聴いていて気持ちを高ぶら

せてくれます。「隠岐の子どもたちがいつまでも隠岐を好きでいてほしい、親から巣立って隠岐を離れてもふる

さとを忘れずに頑張ってほしいという願いを込めた応援歌をイメ－ジしました。いろいろなパターンに編曲して、

健康体操などのＢＧＭにも使ってもらえたら、うれしいです。曲を作っている人は隠岐にもたくさんいるはず。

機会を捉えて応募してみてほしい。隠岐のふるさとソングを集めてのコンサートができたらおもしろいですね。」

と語る安部さん。これからも元気が出るような楽しい曲を聴かせてください。頑張れ安部さん！♪

隠岐の島町教育委員会
TEL ０８５１２-２-２００６
Mail okidogo@mx.miracle.ne.jp

安部 里子さん（南方在住）

あべ さとこ第２第２０回第２０回

加
茂
サ
ス
カ
遺
跡
（
隠
岐
初
の

黒
曜
石
原
産
地
遺
跡
）
発
見

隠
岐
の
自
然
の
特
異
性
を
学
ぶ
現
地
研
修
会

「
隠
岐
の
自
然
は
メ
ジ
ャ
ー
な
の
？
」￥

　

広
島
大
学
大
学
院
竹
広
文
明
准
教
授
ほ
か
学

生
に
よ
り
、
９
月
12
日
か
ら
21
日
ま
で
発
掘

調
査
が
行
わ
れ
て
い
た
加
茂
地
内
に
お
い
て
、

隠
岐
で
は
初
め
て
と
な
る
黒
曜
石
原
産
地
遺
跡

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
後
期
旧
石
器
時
代
（
約

２
万
年
前
）
に
特
徴
的
な
ナ
イ
フ
型
石
器
の
製

作
途
上
品
や
、
旧
石
器
時
代
終
末
か
ら
縄
文
時

代
草
創
期
（
約
１
万
２
千
年
前
）
に
か
け
て
の

槍
先
形
尖
頭
器
の
破
片
な
ど
の
未
完
成
石
器
や

黒
曜
石
の
原
石
の
約
３
千
点
が
出
土
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
お
よ
そ
２
万
年
前
か
ら
当
地
に

お
い
て
石
器
製
作
、
黒
曜
石
採
取
が
行
わ
れ
原

石
・
石
器
の
製
作
地
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

今
後
も
調
査
の
継
続
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、

さ
ら
な
る
発
見
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
、

ポ
ポ
と
の
違
い
を
聞
き
、

隠岐の島町図書館と公民館・学校・保育所の

連携推進モデル事業として、12 月から試験的に

五箇公民館図書室へ配本を行うことになりました。

合併後に求められていた、町内全域での充実

したサービスの第 1 歩となるものです。図書館

サービスが町内全体に少しでも多く浸透するよ

うにとの思いです。

具体的には、公民館に図書館の本を 500 冊程

度定期的に配本する予定です。様々な分野の隠

岐の島町図書館の資料が公民館図書室の本棚に

並ぶことになります。

これらの資料は個人貸出もできますので、ぜ

ひご利用ください。

資料を借りるには隠岐の島町図書館利用者

カードが必要ですので、お持ちでない方はご登

録ください。

　五箇中学校は、全校生徒６１人（男子２９

人、女子３２人）の自然に囲まれた落ち着い

た雰囲気のある学校です。今年度、僕たち

五箇中学校生徒会では、「十人十色～一人

ひとりの個性が生きる生徒会～」をスロー

ガンに生徒みんなでつくる生徒会を目指し

ています。人数は少ないですが、その分み

んなで力を合わせてよりよい学校をつくろ

うと努力しています。そのために、月一回

の縦割り給食や生徒会朝会を企画し、お互

いのことを知る機会を多く設けています。

また、先日行われた学園祭では、実行委員

会を中心に生徒全員が一丸となって準備に

取り組み、成功させることができました。

地域の人たちにも多数参加してもらえてと

ても嬉しかったです。

　僕が五箇中学校のすばらしいと思うとこ

ろは、生徒が生き生きと活動できる環境が

あることと地域の方の温かい支えがあると

ころだと思います。今回の学園祭などの行

事の時にはたくさんの地域の方が学校を訪

れ、僕たちの発表を見て下さいます。大勢

の前で発表するのはとても緊張するけれ

ど、その分やりがいがあります。いいもの

を発表しようとして僕たちも気合が入りま

す。また、五箇中学校には、五箇相撲大会

や地区体育大会など地域の方と一緒に作り

上げる行事もたくさんあります。この行事

を通して、普段接することの少ない地域の

人とも関わることができてとても楽しいで

す。僕たちが安心して学校生活が送れるよ

うに支えてくれている地域の人たちに感謝

しながら中学校生活を満喫したいです。

西郷公民館文化祭にあわせて、栄町出身の吉井

友美さん (24) のイラスト展を行いました。現代童

画展受賞作品をはじめ、約 30 点を展示しました。

とても素敵なイラストは、夢の世界へ連れって

いってくれるようでした。

また、毎年恒例の古本市も大好評で、たくさん

の方が来られました。他にも、講談社のおはなし

隊がやって来たりと、大変盛り上がりました。

平成 20 年 1 月 20 日 ( 日 ) から 1 月 25 日 ( 金 )

までの 6 日間、蔵書点検のため休館とします。ご

迷惑をおかけしますが、ご了承ください。

また、蔵書点検をお手伝いしてくださるボラン

ティアの方を募集しています。ご協力いただける

方はぜひ図書館までご連絡ください。

配本モデル事業五箇でスタート

吉井友美イラスト展「ゆめのはなし」

蔵書点検に伴う休館のお知らせ

としょかん ●開館時間 10時 ～18時
●休 館 日（月曜日・第３日曜日・祝日）
※祝日が月曜、第３日曜と重なった
　場合は翌日も休館

隠岐の島町立図書館
電 話 08512-2-2341

ＦＡＸ 08512-2-9198
メール s-tosho@mx.miracle.ne.jp

私
た
ち
の
学
校

五
箇
中
学
校

よしい ゆ み



まちの施策

１０１１
行財政改革

第
７
回　

事
務
事
業
評
価
の
実
施

　

事
業
の
評
価
シ
ス
テ
ム
と
は
、
町
の
事
務

事
業
を
総
合
的
に
評
価
す
る
仕
組
み
で
、
主

に
以
下
の
事
項
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

①
町
村
合
併
時
に
策
定
さ
れ
た
「
新
町
建
設

　

計
画
」
及
び
合
併
後
の
「
隠
岐
の
島
町
事

　

業
計
画
」
に
お
け
る
主
要
事
業
を
中
心
と

　

し
た
目
標
達
成
状
況
の
管
理

②
事
業
の
効
率
化
・
合
理
化
、
見
直
し
等
の

　

行
財
政
改
革
の
推
進

③
次
年
度
予
算
へ
の
反
映

④
住
民
へ
の
説
明
責
任

⑤
職
員
の
意
識
改
革

　

平
成
18
年
２
月
に
策
定
さ
れ
た
行
財
政

改
革
実
施
計
画
書
の
主
要
項
目
の
中
で
、「
事

務
事
業
の
見
直
し
（
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
の

構
築
）
」
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
平
成
18
年

度
に
公
共
事
業
（
ハ
ー
ド
事
業
）
の
評
価
シ

ス
テ
ム
を
試
行
的
に
導
入
し
、
そ
の
結
果
を

平
成
19
年
度
予
算
編
成
に
お
い
て
反
映
さ
せ

ま
し
た
。
引
き
続
き
今
年
度
は
、
事
務
事
業

（
ソ
フ
ト
事
業
）
の
評
価
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、
そ
の
評
価
結
果
を
平
成
20
年
度
予
算

へ
試
行
的
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

評
価
の
対
象
と
な
る
事
業
は
、
平
成
20

年
度
に
実
施
を
予
定
さ
れ
て
い
る
事
業
と

し
て
い
ま
す
。

　

評
価
方
法
に
つ
い
て
は
、
事
業
ご
と
に

よ
り
分
か
り
や
す
く
、
客
観
性
の
高
い
も

の
に
す
る
た
め
に
「
成
果
指
標
」
と
「
活
動

指
標
」
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
や

改
善
の
成
果
・
結
果
に
対
し
て
事
務
事
業

担
当
部
署
で
分
析
の
上
「
自
己
評
価
」
を

行
い
、
そ
れ
を
総
合
的
に
「
事
務
事
業
評
価

委
員
会
」
で
審
議
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

評
価
委
員
会
に
よ
る
審
議
結
果
に
つ
い
て

は
、
公
表
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
を
定
着
さ
せ
、
事

務
事
業
の
見
直
し
や
重
点
化
を
図
っ
て
い

く
た
め
に
、
今
回
の
試
行
結
果
を
踏
ま
え
、

次
年
度
の
評
価
対
象
事
業
や
評
価
制
度
を

さ
ら
に
見
直
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

行
財

政
改
革

連載

　

イ
ギ
リ
ス
・
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
ピ
ッ
ト･

リ
バ
ー
ス
博
物
館
（
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学

付
属
の
博
物
館
）
に
日
本
の
信
仰
関
係
資
料
が

約
１
３
０
０
点
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

中
に
、
明
治
時
代
に
玉
若
酢
命
神
社
が
授
与
し

た
護
符
（
お
守
り
）
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　

実
は
こ
れ
、
当
時
隠
岐
を
訪
れ
た
ラ
フ
カ
デ

ィ
オ
・
ハ
ー
ン
（
小
泉
八
雲
）
が
収
集
し
、
イ

ギ
リ
ス
の
日
本
研
究
家
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に
譲
っ

た
も
の
で
し
た
。
護
符
と
い
え
ば
、
と
ん
ど
祭

等
で
燃
や
す
の
が
一
般
的
で
す
が
、
イ
ギ
リ
ス

に
渡
っ
た
護
符
は
、
あ
く
ま
で
も

〝
資
料
〟

と

し
て
１
０
０
年
以
上
も
保
管
さ
れ
て
き
た
訳
で
す
。

　

さ
て
、
ハ
ー
ン
が
隠
岐
に
来
島
し
た
の
は
、

明
治
25
年
の
８
月
。
後
に
出
版
し
た
「
伯
耆
か

ら
隠
岐
へ
」
の
中
で
、
そ
の
と
き
の
こ
と
を
詳

し
く
書
い
て
い
ま
す
。

　

ハ
ー
ン
の
目
に
映
っ
た
当
時
の
島
後
は
ど
ん

な
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

「
西
郷
は
誠
に
驚
く
べ
き
町
で
あ
っ
た
。
大
き

な
漁
村
く
ら
い
に
し
か
思
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、

境
よ
り
は
る
か
に
大
き
く
、
整
っ
て
い
て
、
あ

ら
ゆ
る
点
で
ず
っ
と
近
代
化
さ
れ
て
い
た
。
長

い
通
り
い
っ
ぱ
い
に
り
っ
ぱ
な
店
が
並
び
、
見

事
な
公
共
の
建
物
が
立
ち
、
見
る
か
ら
に
商
業

が
栄
え
て
い
る
都
市
で
あ
っ
た
。
」
さ
ら
に
は･･･

　

「
西
日
本
で
西
郷
ほ
ど
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る

と
こ
ろ
は
ほ
か
に
ど
こ
に
も
な
い
。
旅
館
で
通

さ
れ
た
部
屋
は
二
階
の
天
井
の
高
い
広
間
で
、

一
方
の
窓
か
ら
本
通
り
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
、

反
対
側
か
ら
は
八
尾
川
の
河
口
の
向
う
に
美
し

い
山
の
景
色
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
た
。
食
事

は
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
お
い
し
く
、
品
数
も
多

か
っ
た
。
」
と
い
う
、
絶
賛
の
内
容
。

　

島
後
滞
在
時
に
、
何
人
も
の
住
民
か
ら
歓
待

を
受
け
た
ハ
ー
ン
は
、
帰
り
の
船
の
中
で
「
二

度
と
な
い
で
あ
ろ
う
多
く
の
人
々
か
ら
受
け
た

親
切
の
思
い
出
か
ら
・
・
・
」
と
し
、
離
れ
て

い
く
島
影
を
見
な
が
ら
寂
し
さ
を
綴
っ
て
い
ま

す
。
ハ
ー
ン
に
と
っ
て
、
島
後
は
ま
さ
に
理
想

郷
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

余
談
で
す
が
、
宿
泊
し
た
西
郷
の
旅
館
で
、「
お

好
み
な
ら
、
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
の
つ
い
た
ビ
ー

フ
ス
テ
ー
キ
や
ロ
ー
ス
ト
チ
キ
ン
な
ど
西
洋
料

理
も
で
き
ま
す
。
」
と
勧
め
ら
れ
た
ハ
ー
ン
、
当

時
こ
ん
な
人
口
の
少
な
い
町
で
は
あ
り
そ
う
も

な
い
申
し
出
に
驚
き
を
か
く
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

明
治
25
年
の
島
後
は
、
相
当
に
ハ
イ
カ
ラ
な
町

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

わがとこわがとこ

小泉八雲の見た
“明治隠岐の面影”
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知っとこ知っとこ

ピ
ッ
ト･

リ
バ
ー
ス
博
物

館
（
下
）
に
収
蔵
さ
れ

て
い
る
玉
若
酢
命
神
社

の
護
符
（
左
）

福
祉
施
策
に
つ
い
て

福

祉

課

長

村

上

静

夫

子
育
て
支
援
室
長

高

梨

康

二

１
．
福
祉
事
務
所
の
開
設
に
つ
い
て

　

今
年
４
月
の
組
織
再
編
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
の
「
健
康
福
祉
課
・
子
育
て
支
援
課
・
高

齢
者
福
祉
課
」
を
「
保
健
課
」「
福
祉
課
」「
子

育
て
支
援
室
」
の
２
課
１
室
と
し
、
新
た
に

「
隠
岐
の
島
町
福
祉
事
務
所
」
を
福
祉
課
内

に
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

　

福
祉
事
務
所
は
、
島
根
県
か
ら
の
事
務
の

権
限
移
譲
を
受
け
、
生
活
保
護
事
務
を
中
心

に
母
子
生
活
支
援
施
設
・
助
産
施
設
へ
の
入

所
措
置
、
母
子
及
び
寡
婦
の
相
談
・
調
査
及
び

指
導
、児
童
扶
養
手
当
の
支
給
、障
害
福
祉
手
当
・

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の
資
格
認
定
や
支
給

決
定
等
に
関
す
る
事
務
を
行
う
た
め
設
置
す

る
も
の
で
、こ
れ
ら
の
事
務
を
町
自
ら
が
判
断

す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
務
手
続
き
の
迅
速
化

と
よ
り
身
近
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
し
ま
す
。

２
．
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て

　

障
害
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
18

年
度
か
ら
、
身
体
障
害
・
知
的
障
害
・
精
神

障
害
の
あ
る
方
に
対
し
共
通
の
サ
ー
ビ
ス
を

一
元
的
に
提
供
し
、
自
立
を
支
援
す
る
「
障

害
者
自
立
支
援
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
者
の
み
な
さ
ん
や
ご
家
族
か

ら
の
相
談
支
援
体
制
に
つ
き
ま
し
て
も
、
岬

町
の
社
会
福
祉
法
人
「
わ
か
ば
」
へ
業
務
委

託
を
し
、
同
法
人
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る

「
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
『
太
陽
』
」
に

お
い
て
相
談
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
や
困
っ
た
こ

と
、
不
安
な
こ
と
等
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽

に
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

電　

話　

２
‐
５
６
９
９

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

２
‐
３
７
５
７

３
．
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
入
所
措
置
や
町
の
高
齢
者
福
祉
施

設
の
管
理
運
営
及
び
高
齢
者
団
体
の
自
立
促

進
、ひ
と
り
暮
し
の
高
齢
者
支
援
と
し
て
「
緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム
」
の
設
置
費
助
成
等
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
保
健
医
療
の

向
上
及
び
福
祉
の
増
進
を
包
括
的
に
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」と
の
連
携
に
よ
る
「
高
齢
者
安
心

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」を
設
置
し
、
高
齢
者

虐
待
へ
の
対
応
を
中
心
と
す
る
権
利
擁
護
の

た
め
の
施
策
に
つ
い
て
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

４
．
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　

子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
隠
岐

の
島
町
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」
（
平

成
17
年
度
策
定
）
に
沿
っ
て
、
子
育
て
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
子
育
て
中
の
父
母
や
子
ど

も
た
ち
が
生
き
生
き
と
生
活
で
き
る
環
境
と

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
「
子
育
て
」
を
応
援

し
て
い
く
た
め
の
計
画
で
す
。
現
在
実
施
中

の
保
育
料
の
減
額
（
国
基
準
の
約
90
％
、
第

三
子
保
育
料
軽
減
）
、
各
種
保
育
サ
ー
ビ
ス
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
等
子
育
て
家
庭
に
対

し
て
様
々
な
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

保
育
所
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
行
財
政

改
革
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
今
津
保
育
所
、

加
茂
保
育
所
、
慈
光
保
育
所
及
び
有
木
保
育

所
に
つ
い
て
、
施
設
の
効
率
的
運
営
を
図
る

た
め
、
平
成
20
年
３
月
の
廃
止
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
隠
岐
共
生
学
園
第

二
保
育
所
の
移
転
新
築
に
つ
い
て
は
平
成
20

年
４
月
開
所
に
向
け
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
に
引
き
続
き
、
子
ど
も
の
い

る
世
帯
を
対
象
に
「
子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー

ト
」
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業

は
島
根
県
が
実
施
主
体
で
す
が
、
町
と
し
て

も
協
賛
店
の
拡
大
に
努
め
、
行
政
・
企
業
・

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
子
育
て
家
庭
を
応
援

す
る
機
運
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
、
乳
児
健
診
後
の
４
か
月
児

と
父
母
を
対
象
に
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
、

町
立
図
書
館
と
連
携
し
て
、
「
ブ
ッ
ク
ス
タ

ー
ト
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
は
、
豊
か
な
心
を
育
て
る
と
と

も
に
、
親
子
の
絆
を
深
め
絵
本
に
親
し
む
き

っ
か
け
づ
く
り･

環
境
づ
く
り
と
な
る
こ
と

か
ら
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
か
ら
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

（
児
童
福
祉
係
）
に
、
児
童
相
談
窓
口
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
児
童
虐
待
な
ど
の
児
童
に

関
わ
る
相
談
は
、
早
期
発
見
・
早
期
対
応
が

も
っ
と
も
重
要
で
す
の
で
迷
わ
ず
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
ま
た
「
隠
岐
の
島
町
要
保
護
児
童

対
策
協
議
会
」
で
は
、
児
童
相
談
所
を
は
じ

め
各
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

総
合
的
な
支
援
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

■
ま
ず
は
ご
連
絡
を
！

　

福
祉
に
つ
い
て
の
わ
か
り
に
く
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
電　

話　

２
‐
８
５
６
１

◆
Ｆ
Ａ
Ｘ　

２
‐
６
６
３
０

第
６
回



公民館コーナー

１２

 

10
月
７
日
の
日
曜
日
に
布
施
・
卯
敷
・
飯
美
の

３
地
区
合
同
の
大
イ
ベ
ン
ト
「
秋
季
布
施
地
域
体

育
大
会
」
が
、
布
施
小
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
８
月
31
日
の
豪
雨
災
害
で
布
施
地
域

や
学
校
も
多
大
な
被
害
を
受
け
、
今
大
会
の
開
催

も
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
「
こ
ん
な
時
だ

か
ら
こ
そ
、
地
域
の
み
ん
な
で
元
気
に
運
動
会
を

行
お
う
！
」
と
言
う
声
か
ら
、
布
施
小
中
学
校
の

先
生
・
子
ど
も
た
ち
の
協
力
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整

備
し
、
な
ん
と
か
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

体
育
大
会
で
は
、
赤
・
青
・
白
の
三
組
に
分
か

れ
て
行
う
白
熱
し
た
競
技
も
あ
れ
ば
、
子
ど
も
や

お
年
寄
り
が
参
加
す
る
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
内
容
の

も
の
な
ど
様
々
な
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に

綱
引
き
や
ボ
ー
ル
送
り
、
組
対
抗
リ
レ
ー
な
ど
は
、

組
全
体
で
盛
り
上
が
り
、
競
技
す
る
人
、
応
援
す

る
人
、
そ
れ
ぞ
れ
一
生
懸
命
で
し
た
。

　

体
育
大
会
の
最
後
に
は
み
ん
な
で
恒
例
の
盆
踊

り
を
し
て
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中

で
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

災
害
の
爪
跡
が
未
だ
残
る
布
施
で
す
が
、
今
回

行
わ
れ
た
体
育
大
会
で
少
し
で
も
地
域
に
活
気
が

出
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

柔
ら
か
な
陽
光
が
降
り
注
ぐ
秋
日
和
と

な
っ
た
10
月
28
日
、
恒
例
の
都
万
地
区
文

化
祭
と
仁
万
の
里
・
里
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

都
万
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
た
文
化

祭
で
は
公
民
館
各
分
館
、
都
万
地
区
内
の

学
校
、
保
育
所
、
福
祉
関
係
団
体
、
人
権

啓
発
団
体
、
書
道
や
写
真
の
活
動
団
体
・

個
人
等
の
作
品
展
示
を
中
心
に
、
役
場
都

万
支
所
に
よ
る
健
康
測
定
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

一
方
、
隣
の
仁
万
の
里
で
行
わ
れ
た
「
里

ま
つ
り
」
で
は
地
元
産
の
生
鮮
品
、
加
工
食

品
や
手
作
業
に
よ
る
細
工
物
、
作
業
製
品
、

ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
の
即
売
。
各
種
模
擬
店
、

都
万
小
中
学
校
や
プ
ロ
に
よ
る
演
芸
、
そ
の

他
来
場
者
を
飽
き
さ
せ
な
い
た
く
さ
ん
の
催

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
こ
の
行
事
、
今
年
も
地
域
の

方
を
は
じ
め
、
各
団
体
・
関
係
者
の
協
力
で

両
イ
ベ
ン
ト
を
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
当
日
は
協
力
者
・
関
係
者
の
努

力
に
応
え
る
べ
く
、
島
中
か
ら
大
勢
の
人
が

訪
れ
、
都
万
の
秋
の
一
日
を
楽
し
む
事
が
で

き
ま
し
た
。

布
施
公
民
館

布
施
公
民
館

都
万
公
民
館

都
万
公
民
館

公公
民
館

　

コ
ー
ナ
ー

公
民
館

　

コ
ー
ナ
ー

都万中学校体育館では文化祭が

天候に恵まれた仁万の里 里まつり

青組は６０回を跳んで１番でした。

大会新記録達成！？

組対抗のボール送りリレー。各組とも

燃えています！！

１３
お知らせ

　

財
団
法
人
島
根
県
育
英
会
で
は
、
大
阪
学

生
会
館
の
平
成
20
年
度
入
寮
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

大
阪
府
吹
田
市
に
あ
る
学
生
会
館
は
、
大

阪
周
辺
の
大
学
等
に
進
学
す
る
島
根
県
出
身

者
を
対
象
と
す
る
学
生
寮
で
、
平
成
15
年
３

月
に
新
築
開
館
し
ま
し
た
。

　

全
室
冷
暖
房
完
備
の
個
室
で
、
定
員
は
70

名
で
す
が
、
今
回
の
募
集
は
男
女
合
わ
せ
て

30
名
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
締
め
切
り
は
平
成
20
年
３
月
31

日
で
、
応
募
用
紙
な
ど
は
県
内
の
各
高
等
学

校
に
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
島
根
県
育
英
会
事
務
局
（
電

話
０
８
５
２
‐
２
８
‐
１
９
８
１
）
か
、
お

近
く
の
高
等
学
校
へ
お
問
い
合
わ
せ
さ
れ
る

か
、
島
根
県
育
英
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は
「
人
権
週

間
」
で
す
。

　

昭
和
23
年
12
月
10
日
第
３
回
国
際
連
合

総
会
で
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
て
以

来
、
国
連
で
は
こ
れ
を
記
念
し
毎
年
12
月

10
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
、
加
盟
各

国
で
は
人
権
尊
重
思
想
の
よ
り
一
層
の
普

及
高
揚
を
図
る
た
め
の
各
種
行
事
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
で
は
12
月
10
日
の
「
人
権
デ
ー
」

を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」

と
定
め
、
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
広
く
国
民
に
人
権
思
想
の

普
及
高
揚
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

「
人
権
週
間
」
に
当
た
っ
て
、
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
「
人
権
」
に
つ
い
て
今
一

度
考
え
、
明
る
く
豊
か
な
住
み
よ
い
社
会

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

松
江
地
方
法
務
局
西
郷
支
局

　

電
話
２
‐
０
２
４
０

下
さ
い
。

（h
ttp

://w
w
w
.sh

im
a
n
e-ik

u
ei.o

rg
/

）

「
島
根
県
育
英
会
大
阪
学
生
会
館
」
の

入
寮
生
募
集
に
つ
い
て

「
人
権
週
間
」
始
ま
る

① 申告・告・納付など納付などの

　 期限延期限延長

② 納税の猶納税の猶予

③ 所得税の軽減又所得税の軽減又は

　 免除

④ 源泉所得税の源泉所得税の徴

　 収猶予又は還収猶予又は還付

　 など



行事予定

１４

中国電力（株）
隠岐営業所

島根県隠岐
合同庁舎

西郷湾

国道４８５号線

Ｐ

ドコモショップ隠岐店

 1日

 2日

 3日

 4日

 5日

 6日

 7日

 8日

 9日

10日

11日

12日

13日

14日

15日

16日

17日

18日

19日

20日

21日

22日

23日

24日

25日

26日

27日

28日

29日

30日

31日

里山活性化シンポジウム 13:30～17:30（ふれあいセンター）

人権相談 10:00～12:00（都万地区）

人権相談 13:00～15:00（役場布施支所）

人権相談 13:00～15:00（五箇地区）

人権相談 13:00～15:00（中老人福祉センター）

人権相談 13:00～16:00（文化会館）

年金相談 13:00～16:00（ふれあいセンター）

年金相談 9:00～12:00（ふれあいセンター）

みんなでつくる発表会 13:00～（文化会館）

●生活保護相談・母子相談
　隠岐の島町福祉事務所
　　℡２－８５６１　平日８：３０～１７：００
●児童相談
　隠岐の島町子育て支援室
　　℡２－８５７７　平日８：３０～１７：００
●保健所相談窓口
　隠岐保健所　℡　２－９７０１
●島根いのちの電話
　社会福祉法人島根いのちの電話事務局
　　℡0852-32-5985　毎日　９：００～２２：００
●警察の相談窓口電話
　被害者相談　　℡0120－556－491
　悪質商法　　　℡0852－27－4649
　性犯罪　　　　℡0120－110－267
　ストーカー　　℡0852－24－9110
●隠岐法律相談センター予約受付
　　℡0852－21－3450
　※前日1７：０0までに予約が０件の場合は
　　開催しませんのでご了承ください。

各種相談窓口お気軽にご相談ください！

みんなでつくる発表会

隠岐島文化会館
12月2日（日） 13:30～

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

図書館休館日

図書館休館日

図書館休館日

図書館休館日

大晦日

図書館休館日

図書館休館日クリスマス

ピックアップ

隠岐の島町議会定例会（～17日まで）

隠岐の島町議会一般質問（予備日）

図書館閉館（12月28日～1月5日まで）

役場閉庁（12月29日～1月3日まで）

隠岐の島町議会一般質問

隠岐法律相談センター
13:00～15:00（文化会館）※有料・要予約

天皇誕生日

振替休日

　　隠岐養護学校、みんなの作業所、
授産施設あじさい、 仁万の里の仲
間たちが、 日頃から練習した成果
を発表します。作業製品の即売も
あります。ぜひお越し下さい。

１５
広　　告
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一
・
月
・
一
・
話

一
・
月
・
一
・
話

読
売
新
聞
が
毎
年
行
っ
て
い
る
「
読
書
週
間

世
論
調
査
」
に
よ
る
と
、
近
年
は
85
年
の
調
査

と
比
べ
て
全
世
代
で
活
字
離
れ
が
進
ん
で
お
り
、

特
に
40
代
か
ら
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
本
を
読

ま
な
い
人
が
増
え
る
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
学

生
の
活
字
離
れ
も
深
刻
で
、
１
ヶ
月
間
で
本
を
読

ま
な
か
っ
た
学
生
は
４
割
に
上
り
、
読
書
量
も
減

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

活
字
と
言
え
ば
、
今
や
本
よ
り
身
近
な
メ
デ

ィ
ア
と
な
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
メ
ー
ル

も
活
字
メ
デ
ィ
ア
と
言
え
な
く
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
メ
デ
ィ
ア
の
性
質
で
短
文
中
心
と
な
っ
て
し

ま
う
そ
れ
ら
で
は
一
冊
の
本
の
よ
う
に
深
い
内
容

を
提
供
し
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。

「
読
書
週
間
世
論
調
査
」
で
は
他
に
も
、
読
ん

だ
本
の
内
容
に
つ
い
て
「
満
足
し
て
い
る
」
と
し

た
人
は
９
割
、
「
本
に
考
え
方
や
人
生
観
を
影
響

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
」
と
答
え
た
人
が
６
割
に
上

る
と
い
う
調
査
結
果
が
あ
り
ま
す
。
読
ま
れ
る
機

会
は
減
っ
て
い
て
も
、
読
め
ば
満
足
感
や
新
た
な

人
生
観
を
与
え
て
く
れ
る
本
の
魅
力
は
変
わ
っ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
回
の
特
集
で
は
町
立
図
書
館
を
ご
紹
介
し

ま
し
た
が
、
そ
ん
な
魅
力
あ
る
一
冊
に
出
会
う
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。　
　
　
　
　

（
安
）

   

   

 
世 数

人口

男

女

帯

お し12
表紙題字　　脇田 泰造氏（下西）

10
月
13
日
か
ら
21
日
ま
で
の
間
、
隠
岐

の
子
ど
も
た
ち
が
撮
影
し
た
写
真
を
展
示

し
た
「
第
１
回
子
ど
も
た
ち
の
写
真
展
」
が
、

隠
岐
養
護
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
作
品
は
隠
岐
の
島
町
と
島
前
３
町
村

の
小
中
学
校
・
高
校
と
隠
岐
養
護
学
校
に

通
う
児
童
・
生
徒
が
撮
影
し
た
写
真
１
５

７
点
。
子
ど
も
の
視
点
で
切
り
取
ら
れ
た

日
常
の
風
景
は
、
大
人
に
は
な
い
無
邪
気

さ
や
素
直
さ
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

10
月
27
日
（
土
）
に
は
隠
岐
島
文
化
会

館
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
全
応
募
作
の
紹

介
や
受
賞
作
品
を
見
な
が
ら
の
受
賞
者
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

インタビューでは皆少し緊張していたようです

瑞
々
し
い
感
性
で
日
常
を
切
り
取
る

瑞
々
し
い
感
性
で
日
常
を
切
り
取
る

１１月３日(土)、みんなの作業所で行われた

「岬ふれあいまつり」でのひとコマ。

餅投げならぬ「お菓子投げ」に、子供も大人も

大興奮！


